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【裏面に続く】

10月25日(金)、NPO法人いきたす が企画運営する「カタリ場」を
１年生対象に本校体育館で実施しました。札幌市内の大学生との交流を
通して自分を見つめ進路選択の動機付けとなることを目的として、芦別
市から支援を受け毎年実施しているものです。事前アンケートを通して

●◎●◎●●◎●◎● 小学生と英語の合同授業
今年度初の取組として ９月に芦別高校の生徒が小学校を訪問する

｢英語の合同授業｣を行いましたが、2回目を12月に実施しました。
12月11日(水)に芦高3年「英語会話」選択生徒14名が芦別小学校

を、19日(木)には芦高3年「応用英語」選択生徒10名が上芦別小学校
を訪れ、３年生の児童と体育館で体を動かしながらドッチビーやタグ
ラグビー等のスポーツ、クイズやゲーム、クリスマスカード交換等を
英語で行い、コミュニケーションを図る楽しさを共に学びました。 12月11日(水) 芦別小学校

参加した小学生は「クリスマスカードがすごく可愛くて嬉しかっ
たです」「リバーシやドッチビーも楽しくてあつくなっちゃった」
「まけてくやしかった。きてくれてありがとうございます」「また
授業で違うことをできたらやりましょう」などの感想があり、芦別
高校生も「小学生たちがみんな可愛くて、可愛いクリスマスカード
までくれて交流できてよかった」「英語を使いながら楽しく体を動
かすことができた」など、手応えを感じることができました。

「カタリ場」を実施しました

●◎●◎●●◎●◎●

●◎●◎●●◎●◎●

未来を拓くウェルビーイングフォーラム
12月７日(土)、北海道心の教育推進会議主催 ｢未来を拓くウェルビー

イングフォーラム｣が芦別高校体育館で開催されました。地域の子ども
たちが豊かな人間性を育み、地域住民の人権意識や子どもたちの道徳性
の育成に向けた道徳教育の充実を図る目的で行われたものです。

前半は 元北海道コンサドーレ札幌の選手で、現在は コンサドーレ・
リレーションズチーム・キャプテン(C.R.C) 兼 スポーツダイレクター
の 河合 竜二 様による講演「河合竜二流 夢の叶え方」があり、後半は
参加者約60名が「どんな自分になりたい(育ってほしい)か」「今の自分
ができること」についてグループごとに話し合いました。

講演で「夢を叶えるための近道はない」「目の前のことを全力で行うこと」
というメッセージに地域の方や学生などから多くの質問が出され、河合様も
「いい質問が多かった」と振り返るなど、充実したフォーラムとなりました。

12月19日(木) 上芦別小学校

生徒の気持ちに寄り添い、グループに分かれ大学生が自分を開示するなどしながら互いに
語り合うことができたのは、生徒一人一人の心に大きな励ましを与える経験となりました。

コンサドーレのフラッグと色紙をいただき、会場の様子と共に職員室前に掲示しました。
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12月３日(火)は、12月の目標「換気をしよう」や、クリスマス
イベントの予定など 生徒会執行部から説明がありました。その後、
橋本教諭より 2024年の振り返りを、リアルタイムで全校生徒が
参加するゲーム形式で行ったほか、芦別高校の良いところ、改善す
べきところを生徒によるインタビューを交えて、ともに考えました。

毎月 全校生徒・教職員が集う｢全校朝ＳＨＲ｣。11月11日(月)は、
生徒会執行部から連絡事項と 学校の校則について説明がありました。
その後、松浦教諭より 服装頭髪の今昔の変遷や校則はなぜあるのか、
ルールの変化には責任が伴うこと等について 話していただきました。

令和７年(2025年)１月６日(月)～12日(日) に行われる海外短期
留学派遣事業<マレーシア>参加生徒は、これまでに５回 放課後実施
の英会話教室で旅行への準備を進めてきました。参加するのは、
水上 葵 さん<２年>、原 悠翔 さん <１年>、佐藤 聡太 さん <１年>。

３名は12月13日(金)、芦別市長を表敬訪問し マレーシアで語学

だけでなく、特に興味・関心があるテーマ（水上さんは物価、原さんは動物、佐藤さんは
食文化）についても研修を深めたい等、海外短期留学に向けての期待と決意を述べました。
ぜひ、充実した研修になることを期待しています！

●◎●◎● ●◎●◎●芦別市議会傍聴授業を実施
公民科の授業「公共」における主権者教育の一環として 2年生が芦別市

議会の傍聴を行いました。民主主義・地方自治の在り方や地域の現状・課
題等を把握し、改善方法について考える態度を身につけることが目的です。
生徒は 12月16日(月)と17日(火) に芦別市議会本会議場を訪れ、第７回

市議会(定例会)本会議の一般質問を傍聴しました。

11月、12月の全校朝ＳＨＲ ●◎●◎●●◎●◎●

海外短期留学いよいよ出発●◎●◎● ●◎●◎●

本会議の質疑応答は、専門的な言葉も飛び交うため難しいと感じた生徒もいましたが、
何度も再質問する様子などから真剣な議論であることが、臨場でしか味わえない圧倒的な
迫力で伝わってきました。市民の代表である議員さん方の市政に対する熱い思いや、市長
をはじめとする職員の方々の誠実な対応や取組が実感できた有意義な傍聴でした。

薬物乱用防止・防犯教室 ●◎●◎●●◎●◎●

11月14日(木)、全校生徒を対象に薬物乱用防止教室と防犯教室を実施しました。薬物
乱用防止教室は 本校の卒業生でもある クサカベ薬局 薬剤師 日下部正夫 様、防犯教室は
芦別警察署 生活安全課 田島賢一 様と、警務課 石坂陸寛 様、千田晋也 様 を講師に迎え、
生徒は 薬物の危険性などの正しい知識、闇バイトをはじめとする犯罪に巻き込まれない
ための方策や いざという時に身を守る実技など、多くを学ぶことができました。

←５校時に薬物乱用防止
教室を行いました。

６校時は防犯教室。→
実技も体験しました。

【英会話教室の様子】


